
珈　
「
内
に
立
憲
、
外
に
帝
国
」
と
い
う
明
治
時
代
に

多
用
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
一
見
、
あ
の
時
代
を
象

徴
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
、
坂

野
潤
治
『
帝
国
と
立
憲
』（
筑
摩
書
房
、
１
８
３
６
円
）

に
よ
る
と
、
立
憲
と
帝
国
は
あ
ざ
な
え
る
か
の
ご
と
く

交
互
に
登
場
し
て
日
本
を
振
り
回
し
た
。
１
８
７
４
年

の
台
湾
出
兵
か
ら
日
中
全
面
戦
争
が
始
ま
る
１
９
３
７

年
ま
で
、
立
憲
主
義
の
拡
大
と
帝
国
主
義
化
が
同
時
並

立
す
る
こ
と
は
ま
れ
で
、
前
者
の
時
代
は
国
会
開
設
、

政
党
内
閣
制
、
普
選
運
動
、
さ
ら
に
は
軍
拡
予
算
へ
の

抑
制
も
働
い
た
。
一
方
、
帝
国
化
で
は
日
清
・
日
露
戦

争
か
ら
日
韓
併
合
、
満
蒙
特
殊
権
益
へ
と
進
む
。

　

問
題
は
立
憲
の
名
の
も
と
で
の
民
主
主
義
の
定
着
お

よ
び
抑
止
力
で
あ
る
。
本
書
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
戦

争
を
抑
え
込
み
…
発
展
す
る
と
い
う
好
循
環
は
、
リ
ベ

ラ
ル
な
政
党
内
閣
…
の
下
で
し
か
生
じ
な
い
」
と
い
う

歴
史
教
訓
を
提
示
し
、
現
下
の
日
本
政
治
を
考
え
る
上

で
貴
重
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
派
で
は

原
敬
が
「
天
皇
統
帥
権
否
認
」
を
、
高
橋
是
清
が
「
参

謀
本
部
廃
止
」
を
主
張
し
た
と
い
う
驚
く
べ
き
事
実
も

知
る
。
原
、
高
橋
や
浜
口
雄
幸
、
若
槻
礼
次
郎
ら
の
政

党
内
閣
が
実
現
さ
せ
た
「
立
憲
と
非
帝
国
の
両
立
」
か

ら
は
、
歴
史
の
「�� ��
」
が
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

玳　

９
条
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
個
人
的
に
は
緊
急
事
態

条
項
の
ほ
う
が
心
配
な
の
は
、
首
相
へ
の
権
限
集
中
に

よ
り
、
国
民
の
権
利
を
縛
り
奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
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い
だ
ろ
う
か
ら
。
長
谷
部
恭
男
・
石
田
勇
治
『
ナ
チ
ス

の
「
手
口
」
と
緊
急
事
態
条
項
』（
集
英
社
新
書
、
７
７

７
円
）
は
憲
法
学
者
と
ド
イ
ツ
史
の
専
門
家
の
懇
切
丁

寧
な
対
談
で
問
題
の
所
在
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
の
国
が
危
な
い
、
と
言
わ
れ
れ
ば
、
テ
ロ
や
ミ
サ

イ
ル
や
震
災
が
迫
る
中
、
備
え
は
当
然
と
思
っ
て
し
ま

う
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
緊
急
事
態
条
項
を
突
破
口

に
ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
を
実
現
し
た
ナ
チ
ス
の
先
例
を
見
れ

ば
、�
事�
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
難
し
い
法
律
論

こ
と

も
あ
る
が
、
そ
こ
は
飛
ば
し
て
読
ん
で
も
い
い
。「
ナ

チ
ス
の
手
口
に
学
ん
で
は
ど
う
か
」
と
い
う
政
治
家
に

負
け
ず
に
、
こ
ち
ら
も
し
っ
か
り
学
ば
な
い
と
…
。

珎　

飛
騨
と
い
え
ば
森
と
木
工
の
里
。
だ
が
近
年
、
森

は
荒
廃
し
、
木
工
業
は
衰
亡
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

岡
田
賛
三
『
よ
み
が
え
る
飛
騨
の
匠
』（
幻
冬
舎
メ
デ
ィ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
１
５
１
２
円
）
は
老
舗
の
木

工
家
具
会
社
を
見
事
、
立
て
直
し
た
実
録
で
、
へ
た
な

小
説
よ
り
面
白
い
。
見
込
み
生
産
か
ら
受
注
産
業
へ
の

転
換
、
こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
き
た
節
の
あ
る
木
材
を

使
っ
た
家
具
作
り
、
地
元
の
杉
を
圧
縮
材
と
し
て
活
用

す
る
着
想
、
等
々
を
通
じ
た
社
員
の
活
性
化
な
ど
、
生

き
た
経
営
論
と
し
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

玻　

福
島
正
則
、
田
沼
意
次
、
上
杉
鷹
山
、
徳
川
吉
宗

ら
を
題
材
と
す
る
瀧
澤
中
『「
江
戸
大
名
」
失
敗
の
研
究
』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
、
８
４
２
円
）
は
江
戸
大
名
の
本
と
言
い

な
が
ら
、
昭
和
の
人
物
と
事
件
が
半
分
近
く
を
占
め
る
。

「
田
沼
と
田
中
角
栄
」「
赤
穂
事
件
と
２
・
２
６
事
件
」

「
上
杉
と
浜
口
雄
幸
」
な
ど
、
政
治
力
と
リ
ー
ダ
ー
論
で

も
あ
っ
て
な
か
な
か
面
白
い
。
一
読
、
江
戸
期
と
昭
和

期
と
、
歴
史
か
ら
二
度
学
べ
る
か
も
。�
��（
浅
野　
純
次
）
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